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①10月定例会報告（一般質問概要）

令和5年9月10日の草津市議会議員一般選挙において3期目の当選を果たすことができました。多くの方か

らご支援いただいたことへの感謝の気持ちを抱いて10月定例会に臨みました。

新たな任期の4年間、この気持ちを持ち続けて、市民の皆様のお役に立つよう活動を進めて参りますので、ご

指導とご支援のほど、宜しくお願いいたします。

悪質クレーム(カスタマーハラスメント)への対応について提言

働く仲間を代表して「悪質クレームへの対応」について市の姿勢を問いました。

悪質クレームとは、「苦情を伝えるということを超えた度を過ぎた迷惑行為（従業員に客であ

る消費者が暴言を吐いたり土下座を要請する等）」を指します。こうした悪質クレームを受けるこ

とで休職や離職に追い込まれる労働者が後を絶たず、カスタマーハラスメントと呼ばれる社会問

題になっています。

悪質クレームをなくしていこうという機運を醸成していくことが重要と考え、市としての対応

を求めたところ、「対策を進めることは、労働者を守るとともに円滑な事業活動にも資すると認

識している。労働者の就業環境が害されないよう、事業者に対しては国のマニュアル活用等の取

組を促す。併せて、消費者に対しては、国のチラシ等を活用して、消費者教育や情報提供を実施し

ていきたい。」との答弁を得ました。飲食業や小売・サービス業に就労している方をはじめ、一人

でも多くの労働者がいきいきと働ける社会を目指して、引き続きこの問題に取り組みます。

CＯ₂削減目標達成に向けた取組みについて

地方自治体でも地球温暖化防止に向けた取組みを加速するため、令和5年2月定例会で代

表質問した「PPAモデル」の導入可能性について質問いたしました。

PPAモデルとは、「自身が所有する土地や施設に無償で太陽光発電設備を設置してもらい、

そこで発生する電気代を事業者に支払う」というビジネスモデルです。従来の太陽光発電設

備の設置と比べて初期費用を極小化できるので、ゼロカーボンシティの実現に向けた取組み

を加速するためには有効な手段と考え、積極的な導入を提案しました。

また、草津市は今年度予算で「再エネ等利活用調査」を実施しており、その調査業務の進捗

についても確認いたしました。

今回、草津市からは「現在、全公共施設の屋根形状や日照条件等のデータを踏まえ、太陽

光発電設備の導入可能な施設を調査している。また、導入方法についてはＰＰＡ方式のほか

自己所有、リース等について整理検討の上、最適な手法を決定し、目標年次２０３０年度まで

の計画的な導入を目指す。」という答弁を得ました。

ゼロカーボンシティの実現に向けて引き続き取組みを進めてまいります。
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②令和６年度予算要望を提出いたしました

私が所属している「市民派クラブ」は３人の議員で構成しており、年に一度、10月に草津市行政に対して予算
要望を提出しております。

予算要望とは、草津市行政が新年度予算を編成するにあたり、子育て、教育、交通、介護などのあらゆる分野
について事業の効率運営や充実を求めるものです。

私たちの会派が提出した要望数は４２項目あります。いずれの要望についても、日頃、市民の皆様との対話を
通じて得られた項目ばかりです。

紙面都合上、すべてを掲載することは出来ませんが、働くことを軸とした安心社会の実現に向けた、各分野の
要望内容について抜粋して紹介いたします。

５） 学習意欲向上施策の拡充

児童生徒の成績のボトムアップに対応できる取組みの効果検証と、それを踏まえた更なる学習意欲の
向上につながる施策を実施いただきたい。

６） 市内小中学校の体育館に空調機器の設置

授業中や避難時の熱中症リスクを避けるため、市内小中学校の体育館に空調機器の設置をしていた
だきたい。

７） 遠征費支援と激励金の増額

市民スポーツの推進と国スポに向けた強化・選手育成のため、各種大会への遠征費用支援の充実を
はかって頂きたい。また、全国大会出場時の激励金の増額を実施していただきたい。

１） 各種保育施設の充実

子育て世代の共働きにおける、働き続けられる仕組みを向上させるため、保
育施設・病後病児後保育施設・放課後児童クラブ施設等の整備をさらに充実
していただきたい。

２）ボール遊びが出来る環境の拡充

市内にある公園に健康器具の設置や、ボール遊びできる環境整備をさらにす
すめていただきたい。

子育てのミカタ

教育のミカタ

１） 通学路等の安全確保

通学路の安全確保のために、道路整備の充実をすすめていただきたい。特に、

路側帯だけで歩道の無い道路については重点的に行なっていただきたい。

２） 教職員の働き方改革を推進

教育労働者としての働き方改革にむけた様々な取り組みについて、その効果
検証（労働時間の短縮など）を常に行い、さらに施策を推進していただきたい。

３） 学校での防犯対策

学校の安全対策における防犯意識の醸成とともに、不審者対策への訓練や
防犯備品の整備を行なっていただきたい。

４） 特別支援教育コーディネーターの専任人員の増員

発達障害にかかわる指導のための特別支援教育コーディネーターの専任人
員の増員を行なっていただきたい。



健康・福祉のミカ
タ

１） 地域コミュニティの充実

高齢者における余暇活動の充実に向け、地域内でのコミュニティの場の

充実を推進していただきたい。

２） 介護環境の充実

社会問題になっている「老老介護」や「介護離職」の問題を解消するため、

施設整備の充実をさらに進めていただきたい。

３） 合理的配慮の啓発を強化

民間において、障がい者の方に対するさらなる合理的配慮の取組みを進

めてもらうために啓発を強化していただきたい。

４） 地域包括支援システムの充実

今後の高齢者の増加を見据え、地域包括支援システムのさらなる充実を

進めていただきたい。

安全・安心のミカ
タ

１） 防災力の総合的な強化

豪雨災害や震災など、大規模な災害が発生しても、被害が最小限に食い

止められるよう、道路・橋梁・河川・上下水道等のハード面の対策に加え

て、消火・避難・救助等の自助・共助・公助の意識を高めるソフト面の強

化を実施していただきたい。

２） いじめ・差別の防止

人権啓発活動を一層推進するために、インターネット上での差別書き込

みやいじめ防止の更なる強化に取り組んでいただきたい。

３） ホームドアの設置

草津駅および南草津駅のホームに転落防止柵を設置願いたい。

産業・交通のミカ
タ

１） 渋滞緩和

市内で交通渋滞を起こしている交差点がスムーズになるよう、右折

レーンの延伸や矢折れ信号の設置等の対策を、滋賀県または滋賀

県警に要望していただきたい。

２） 中小企業支援

市域内の中小企業における持続可能な事業経営に向け、経営支援

の強化を進めていただきたい。

３） EV車普及への対応

市役所を含めた市内の各公共施設駐車場においてEV車の有料充

電設備の設置を進めていただきたい。



スマホアプリ「LINE」を通じて、上記のような危険箇所の通報や、その

他さまざまな地域課題、市政に関するご要望などをお寄せください。

個別チャットで土肥こうすけ本人が対応いたします。

左記のQRコードを読み取るだけでご登録いただけます。

③市内地域での活動報告

私は、市民の皆様がより安全で豊かに暮らしていけるよう、市民の代表として議会で様々な議案に対する審議や意

見提言を行なっています。しかし、議会での取組みだけでは各地域の課題や困りごとには気づくことができません。

市内各地にお住まいの方からは様々なご相談が寄せられており、その都度現地に赴き、対応させて頂いています。

地域の皆様のご協力のもと改善が図れた取組み事例の一部をご報告いたします。

☆座談会をしませんか☆

◇通学路での危険個所◇

高穂中学校区にお住いの保護者さんから、下り坂の路面の状態が悪いため、自転車通学をしている生徒が転

倒する恐れがある、というご連絡をいただきました。早速その現場を確認してみると、アスファルトが剥がれて穴

があいていたり、砂利が路面に散らかっているなど、危険な状態であることがすぐに判りました。

このことを草津市役所道路課に状況を伝え、改善を求めたところ、ご要望を頂いてから数ヶ月かかりましたが、

路面全体を舗装し直してくれたため、穴がなくなり、きれいな状態になりました。

しかし、砂利の発生源である民間駐車場からの砂利流出については対策が取れていないため、引き続きの対

応が求められます。駐車場を所有しておられる方に対しては、行政を通じて、砂利流出防止に向けた取組みにご

協力いただくよう働きかけてまいります。
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土肥こうすけは、皆さんのお声をもとに政策をつくっています。

住んでいるからこそ分かる「地域課題」や「子育て」「介護」などの、当事者だから

こそ分かる困りごとなどについてお話を聴かせていただき、解決につなげていきた

いと考えています。

お住まいの町内会集会所、ご自宅、公園の東屋など、開催場所は問いません。

下記連絡先に、お気軽にお問合せください。

土肥こうすけ後援会 TEL：077-564-1153 FAX：077-565-9840 Mail：kdpuma@gmail.com
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